
アドミッション・ポリシー

【求める資質・能力】

幅広い知識

　【学修成果】
　人文・社会学，芸術文化についての
幅広い教養を身に付けている。

　【到達指標】
　人類の文化，社会に関する知識の理
解

　【求める資質・能力】
　高等学校卒業程度の基礎知識を幅広く身に付
けていること。

専門的学識

　【学修成果】
　専門的職業人として必要とされる自然
科学，科学技術について体系的な知識
を身に付け，学修成果を自然やその社
会との関わりについての課題解決に活
用することができる。

　【到達指標】
　地球の成り立ちや地域の自然の理
解，自然と人間社会との関係の理解

　【求める資質・能力】
　科学的思考力の基礎として「数学」及び「理科
（物理，化学，生物，地学のうち２科目以上）」を身
に付けていること。また，自然科学に対する強い
関心を持っていること。

問題発見・
　　　解決力

　【学修成果】
　専門的職業人として自然やその社会
との関わりについての問題を発見・理
解し，必要な知識及び資源を活用して
適切な解決方法を考え，行動すること
ができる。

　【到達指標】
　問題発見・解決力，論理的思考力，情
報収集・分析力

　【求める資質・能力】
　高等学校卒業程度の基礎知識を幅広く身に付
けていること。また，科学的好奇心を持っているこ
と。

　【入学者受入れ方針】
　地球システム科学科では，次のような人材を求
める。

　・地球の成り立ちや変動，地域の自然や環境に
　 強い関心をもつ人
　・高等学校までの基礎学力を十分に備えている
　 人
　・ものごとを論理的に考えることを志向する人
　・多様な人々と協働することを志向する人
　・地球や地域についての知識や視点を将来の
　 職業に活かしたい人

　【入学者選抜の基本方針（入試種別とその評価
方法）】
一般入試（前期日程，後期日程）
　大学入試センター試験及び本学が実施する個
別学力検査により，高等学校卒業までに修得す
べき基礎学力を評価する。個別学力検査では，
特に読解力，論理的思考力を重視する。

アドミッション・オフィス入試（AO入試）
　本学が実施する第１次選抜（自己推薦書，志願
理由書）及び第２次選抜（個人面接，プレゼン
テーション等）では，主体性，積極性，協働性，観
察力，論理的思考力，表現力などを評価する。第
２次選抜合格者に対して，大学入試センター試験
を課し，数学及び英語の基礎学力を評価する。

特別入試（帰国生徒入試，社会人入試）
　　「小論文」を課し，論理的な思考力及び文章表
現力を評価する。また，「面接」を課し，口頭によ
る表現力を評価する。

私費外国人留学生入試
　日本留学試験では，基礎学力を評価する。
　「面接」を課し，学修意欲及び基礎学力と日本語
能力を評価する。

　【入学前に学習すべきこと】
　高等学校卒業までに学ぶ数学，理科，国語，外
国語，地理歴史，公民について，十分な基礎学力
を身に付けておくことが重要である。理科（物理，
化学，生物，地学から２科目以上），数学（Ⅰ，
Ⅱ，Ⅲ，A，B），英語は，特に十分な学習をしてい
ることが望まれる科目である。

　【教育課程編成方針】
　地球システム科学科では，卒業認定・学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に示した５
つの能力を学修するため，以下の科目群を体系的・系統的に実施する。
　１） 教養教育科目
　２） 学部共通教育
　３） 専門基礎科目
　４） 専攻科目
　講義，演習，実験，実習等，様々な方法・形態の授業において，学生が主体的・能動
的に学ぶことに重点を置く。各教科の成績は，シラバスにあらかじめ示された評価方法
により，学修成果別評価基準（ルーブリック）に沿って評価することを基本とする。

　【教育課程実施方針】
　・４年間を通じて，教育課程編成方針で示した３つの教育を体系的・系統的に実施す
　 る。

　・１年次においては，幅広い知識を身に付けるための教養教育，基礎的な地球シス
　 テム科学の教育（専攻科目），及び地球システム科学を学修する上で基礎となる数
　 学及び物理学についての教育（専門基礎科目），自然科学・科学技術と社会との関
　 わりを学修する学部共通科目「都市デザイン学総論」を実施する。

　・２年次においては，地球システム科学の専門的学識を身に付けるための専門教育
　 科目（専攻科目），及び科学と社会の関わりについて学修し，責任感を養成する学
　 部共通科目「自然災害学」，「インフラ材料」，「物質科学」を実施する。

　・３年次においては，地球システム科学の専門的学識を身に付ける専門教育科目
　 （専攻科目）を実施するとともに，地域の課題に学部横断グループで取り組む「地域
　 問題演習」を実施し，責任感やコミュニケーション能力を養成する。

　・４年次においては，それまでに学修した専門的学識を基にして，地球システム科学
　 の様々な問題に取り組み，その解決を目指した卒業研究を実施する。これを通じ
　 て，社会で活躍できる専門的職業人としての実践力を養成する。

　【卒業認定・学位授与方針】
　地球システム科学科では，本学科の目的に基づき所定
の課程を修め，以下の能力を身に付けた者に対し，専門
的職業人として社会で活躍できる人材として，学士（理
学）の学位を授与する。

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー

　【学修内容】
　自然科学の原理や法則を理解し，論理的思考により自ら問題を発見し，解決に向け
た取り組みができる能力を身に付け，創造力を養うため，自ら課題を発見し，調査，分
析する学修を実施する。

　【学修方法】
　複雑な自然界から問題を発見し，解決する能力を身に付けるため，１～３年次では室
内実験や野外実習を毎年度開講する。
　主体的な学びの力を高めるため，３年Ｔ４より専攻セミナーを開講し，卒業研究論文
作成への準備期間を用意したり，アクティブラーニングなどを取り入れた授業，実習な
どを実施する。

　【学修成果の評価方法】
　評価は，達成度を客観的に評価する。

【学修成果の到達目標】 【学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法】

　【学修内容】
　自然科学のみならず，人文社会系を含めた，幅広い基礎知識を修得する。
　
　【学修方法】
　教養教育科目，専門基礎科目を中心に講義・演習・実験・実習等により実施する。

　【学修成果の評価方法】
　評価は，達成度を客観的に評価する。

　【学修内容】
　地球システム科学の専門的知識や技術を体系的に修得し，それらをグローバルに活
用する能力を身に付ける。

　【学修方法】
　地球システム科学の専門的知識や技術，及び英語力を身に付けるための講義・演
習・実験・野外実習等を実施する。

　【学修成果の評価方法】
　評価は，達成度を客観的に評価する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　都市デザイン学部（地球システム科学科）の３つのポリシー　　　　　　　　【　学士（理学）　】

大学の目的　（学則　第３条） 学部（学科）の教育研究上の目的

　本学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，生命科学，自然科学と人文社会科学を総合し
た特色ある国際水準の教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に高い使命感と創造力のある
人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学，芸術文化，人間社会と自然環境との調和
的発展に寄与することを目的とする。

　地球システム科学科は，「地球」と「地域」の両方の視点から自然を理解し，自然災害な
ど地域が直面する課題に対して解決策を創造するとともに，デザイン思考の素養も有した
研究者，技術者，教員等の専門的職業人を育成することによって，人間社会と自然環境と
の共生に貢献することを目的とする。
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【求める資質・能力】

社会貢献力

　【学修成果】
　専門的職業人としての自らの役割や
責任を理解し，他者との積極的な協働
や交流を通して，社会のために行動す
ることができる。

　【到達指標】
　倫理観，自己管理力，チームワーク

　【求める資質・能力】
　社会の一員として倫理観と使命感を持って主体
的に行動できる，もしくは行動する意志を持って
いること。

コミュニ
ケーション能力

　【学修成果】
　専門的職業人として，自らの考えを分
かりやすく効果的に表現するとともに，
他者の考えを理解し，様々な背景を持
つ人々と協働することができる。

　【到達指標】
　コミュニケーション・スキル，数量的ス
キル，情報リテラシー

　【求める資質・能力】
　自分の考えを適切に伝えることができ，他者の
考えを理解することができる，もしくはそれらの能
力を身に付ける意志を持っていること。また，多様
な人々と協調・協働できる能力を身に付けてい
る，もしくは身に付ける意志を持っていること。

　【学修内容】
　自分の考えを適切に伝えるとともに，他者の考えを正しく理解し，多様な人々と協調・
協働できる能力を身に付ける。

　【学修方法】
　プレゼンテーション力，コミュニケーション・スキル，数量的スキルを取り入れた講義，
実習を実施する。
　室内実験・野外実習等では，複雑な自然界の様子を文章で再現性良く他者に伝える
方法を身に付ける。
　
　【学修成果の評価方法】
　評価は，達成度を客観的に評価する。

　【学修内容】
　社会の一員として倫理観と使命感を持って主体的に行動し，自然科学の専門的知識
をもって地域と国際社会に貢献する能力を身に付ける。

　【学修方法】
　社会的責任感や倫理観の醸成，自己管理力，チームワーク力を身に付けるため，ア
クティブラーニングなどを取り入れた授業，実習などを実施する。

　【学修成果の評価方法】
　評価は，達成度を客観的に評価する。

【学修成果の到達目標】 【学修内容，学修方法及び学修成果の評価方法】


